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委員長 岡﨑ひろみ

健
康
保
険
証
を
廃
止
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
一
本
化
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

な
ど
関
連
法
改
正
案
は
、
６
月
２
日
参
議

院
本
会
議
で
与
党
と
維
新
の
会
、
国
民
民

主
党
が
賛
成
し
て
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
案
審
議
の
前
か
ら
様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
や
問
題
点
が
相
次
い
で
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
問
題
点
は
解
決
し
な
い
ま
ま

の
法
改
正
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
「
誤
登
録
」
が
２
０

２
１
年
10
月
か
ら
２
０
２
２
年
11
月
ま

で
の
１
年
２
カ
月
間
に
７
０
０
０
件
以
上

見
つ
か
り
、
「
入
力
ミ
ス
」
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
事
態
が
続
出
し
て
き
ま
し
た
。

高
齢
者
施
設
の
１
２
１
９
か
所
の
３
月

の
調
査
で
は
、
健
康
保
険
証
廃
止
法
案
に

「
反
対
」
と
回
答
し
た
施
設
が
59
・
２
％

と
過
半
数
を
占
め
、
「
賛
成
」
と
回
答
し

た
施
設
は
わ
ず
か
７
・
８
％
で
し
た
。

ま
た
、
法
案
審
議
中
の
５
月
30
日
、
全

国
知
事
会
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
続

発
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
緊
急
提
言
を

河
野
デ
ジ
タ
ル
相
に
手
渡
し
ま
し
た
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
５
月
23
日
、

「
健
康
保
険
証
廃
止
法
案
の
廃
案
を
強
く

求
め
る
」
と
し
た
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

声
明
で
は
「
投
薬
の
取
り
違
い
は
重
大
な

医
療
事
故
に
直
結
。
医
療
現
場
に
は
マ
イ

ナ
保
険
証
で
の
受
診
の
際
は
確
認
の
ス
ト

レ
ス
や
負
担
を
強
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
他

人
の
医
療
情
報
を
誤
っ
て
開
示
す
る
な
ど

シ
ス
テ
ム
の
根
幹
を
揺
る
が
す
事
態
が
続
々

と
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
」
と
苦
言
。

さ
ら
に
「
健
康
保
険
証
の
廃
止
と
な
れ

ば
、
一
旦
は
無
保
険
扱
い
で
10
割
負
担
と

な
り
、
患
者
と
の
間
で
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル

で
、
全
国
の
医
療
機
関
で
診
療
が
停
滞
・

中
断
す
る
事
態
に
発
展
し
か
ね
な
い
」
と

警
鐘
乱
打
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連

法
案
の
廃
案
を
求
め
ま
し
た
。

法
案
成
立
後
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合

会
は
６
月
20
日
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い
る
８
４
３
７

の
医
療
機
関
を
調
査
し
た
結
果
、
65
・

１
％
に
あ
た
る
５
４
９
３
カ
所
で
マ
イ
ナ

保
険
証
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と

指
摘
し
ま
し
た
。

健
康
保
険
証
以
外
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
続

出
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
同
姓
同
名
の

別
人
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
、

障
害
者
手
帳
情
報
の
ひ
も
付
け
ミ
ス
、
専

用
サ
イ
ト
で
の
不
具
合
発
生
が
新
た
に
判

明
。
公
的
給
付
金
の
受
取
口
座
が
家
族
名

義
に
な
っ
て
お
り
、
本
人
で
は
な
く
家
族

や
同
居
人
ら
の
名
義
の
口
座
を
登
録
し
た

と
み
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
約
13
万
件
発
覚
し

混
乱
は
続
い
て
い
ま
す
。

６
月
17
、
18
両
日
の
共
同
通
信
世
論

調
査
で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
一
本
化
す

る
政
府
方
針
の
延
期
や
撤
回
を
求
め
る
声

が
72
・
１
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
問
題
が
噴
出
し
て
い
る
の

に
政
府
が
見
直
す
気
が
な
い
の
で
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
を
「
返
納
」
運
動
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
大
阪
府
茨
木
市
で
は
新
社
会
党
の

山
下
慶
喜
市
議
が
返
納
の
方
法
の
明
示
を

市
に
申
し
入
れ
、
「
返
納
」
運
動
を
呼
び

か
け
て
い

ま
す
。

秋
の
臨

時
国
会
で

は
法
律
を

廃
止
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

マイナンバー法は即刻廃止！

健
康
保
険
証
を
２
０
２
４
年
秋
に
原
則
廃
止
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
改
正
法
が
今
国
会
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
す
で
に
「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
を
め
ぐ
り
、
医
療
現
場
を
は
じ
め
、
各
方
面
で
様
々
な
混
乱
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
即
刻
廃
止
す
る
べ
き
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
・
問
題
発
覚
で
も

国
民
無
視
で
法
案
可
決

世
論
調
査
、
72
％
が

延
期
や
撤
回
を
求
め
る

医
療
現
場
か
ら
は

法
律
廃
止
の
声

自公・維新・国民

ふざけるなよ！
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お問い合わせ先週刊新社会を
読みませんか

沖縄を再び戦場にするな！

１
９
４
５
年
、
沖
縄
は
米
軍
と
の
地
上
戦

で
、
日
本
側
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
18
万

８
１
３
６
人
、
沖
縄
県
外
出
身
の
兵
士
６
万

５
９
０
８
人
、
沖
縄
出
身
者
が
12
万
２
２
２

８
人
、
そ
の
う
ち
９
万
４
０
０
０
人
が
民
間

人
で
し
た
。

戦
勝
国
米
国
が
統
治
し
た
沖
縄
は
１
９
７

２
年
５
月
15
日
に
「
本
土
復
帰
」
し
て
か
ら

51
年
が
経
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
未
だ
沖
縄

は
、
国
土
面
積
の
０
・
６
％
に
全
国
の
米
軍

専
用
施
設
の
約
７
割
が
集
中
、
米
軍
機
の
騒

音
や
米
軍
人
ら
の
事
件
事
故
は
多
発
。
日
米

地
位
協
定
で
米
軍
施
設
に
は
日
本
の
法
律
が

適
用
で
き
な
い
治
外
法
権
が
続
き
ま
す
。
ま

た
、
本
土
と
の
経
済
格
差
、
子
ど
も
の
貧
困

も
深
刻
な
ま
ま
で
す
。

そ
ん
な
沖
縄
に
「
辺
野
古
新
基
地
建
設
」

に
加
え
、
「
安
保
３
文
書
」
に
よ
る
「
南
西

諸
島
防
衛
力
強
化
」
に
向
け
た
動
き
が
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
対
中
国
戦
を
前
提
に
し
た
、

約
１
２
０
０
キ
ロ
に
わ
た
る
南
西
諸
島
に
２

０
１
６
年
以
降
、
続
々
と
陸
自
駐
屯
地
・
分

屯
地
を
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
最
西
端

の
沖
縄
県
・
与
那
国
島
の
沿
岸
監
視
隊
、
石

垣
駐
屯
地
に
は
警
備
部
隊
と
ミ
サ
イ
ル
部
隊
、

約
５
７
０
人
が
常
駐
。
各
島
の
「
要
塞
化
」

が
進
ん
で
い
ま
す
（
図
参
照
）
。
ま
た
、
２

０
２
３
年
度
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
自
衛
隊

施
設
・
司
令
部
の
地
下
化
も
計
画
さ
れ
、
６

施
設
の
う
ち
沖
縄
の
陸
上
自
衛
隊
那
覇
駐
屯

地
、
航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
、

那
覇
病
院
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。台

湾
有
事
が
起
き
れ
ば
南

西
諸
島
は
相
手
国
か
ら
攻
撃

さ
れ
ま
す
。
「
有
事
」
の
際
、

沖
縄
県
は
沖
縄
離
島
12
万
人

と
本
島
１
３
０
万
人
を
避
難

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
衛
隊
は
「
住
民
保
護
の
一

義
的
な
責
任
は
自
治
体
に
あ

る
」
と
し
、
自
衛
隊
は
領
土
・

領
海
を
守
る
の
が
主
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
軍
隊
と
行
動

を
共
に
し
た
住
民
に
、
よ
り

多
大
な
犠
牲
が
出
た
沖
縄
戦

の
経
験
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
い
ざ
有
事
の
際
に
自

衛
隊
が
「
住
民
を
守
る
」
と
い
う
の
は
幻
想

で
す
。

「
戦
争
準
備
を
す
る
と
戦
争
が
や
っ
て
く

る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
再
び
沖
縄
を
戦
場
に

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

戦
争
準
備
で
は
な
く
て
平
和
の
準
備
、
非

武
装
・
中
立
で
お
互
い
の
国
が
互
恵
、
平
等
、

内
政
不
干
渉
の
原
則
的
外
交
こ
そ
極
め
て
現

実
的
で
す
。

戦
争
準
備
よ
り
平
和
の
準
備
を
！

未
だ
続
く
沖
縄
へ
の
差
別
と
犠
牲

中
国
を
迎
え
撃
つ
南
西
諸
島
の
要
塞
化

戦
争
準
備
で
戦
争
が
や
っ
て
く
る

南西諸島の
軍事基地化

（平和フォーラム・HPより）


